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動物と私
山本純郎

今から30

数年前、小

学校 1年生

の 時弘 は

宇刀めてフク

ロウに出会

った。

その頃住ん

でいた大阪の郊外のお慕の中の大きな楠の木にそ

いつは止ま っていた。 それからというもの私のフ

クロウ狂 が始ま った。図鍛や本で色々調べたり、鳥

の先生に手紙を出して質問したり 、もちろん白分で

あちこち歩いてフ クロウを技 したり 、また外国産も

含めて10数種類のフクロウを飼育した。 そして今は、

北海道恨室に住みついてシマフクロウの生態調査を

継続して行っている。 シマフクロウとの出会いは最

初から私の心を激しく揺さふεった。同鍛で見たH告も

父親に連れられて行った天王寺動物園で初めて見た

時もそ して知床の森の中で里子生のペア をようやく

見つけた時も、 いつもそのフクロ ウ離れした大きち

に圧倒された。

シマフクロウの制査を始めて18年、恨室に住んで

9年が続ち、やっと観察を行っている数番いの孫ま

で見 られるようになった。 シマフク ロウは生態面で

他のフクロウ鎖と異なる点が多い。魚 を主食にして

いることもそうだが、私が一番興味をも っているの

は、子育てに非常に長い期間を費やすということだ。

f也のフクロウはフ化したその年には親鳥と雌れてし

まうが、シマフクロ ウは、 3年目の春に親わかれを

する。 さらに長い例では 4年目の春というこ ともあ

った。 なぜこれほど長期間税必と一緒にいるのか今

だによくわからなしミ。 まだまだこれか らだ。
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シマフク ロウは呪在、100羽足らずしか生息せず、

環境庁で！；！：！白地事業を進めており 、行、もそ れに携 っ

ている。巣箱などによる向然噌舶がメインだ。巣箱

の成果が上がる一方で毎年i可羽か保設されたり死亡

したりしている。私も 111131三1~；Jのシマフクロウの

正9J鳥を保~＠し ！｛i) 1 if.かけて店主，鳥することができた。

これは貴重な経験だった。巣立ち後間もなかったそ

の幼鳥は両足が全 く 使えない状態でi以i云r~11iの診断で・

も原色｜不明だった。 しかしー益考えられるのは合＝髄

損阪ということでほとんど絶望的ともいえる状況だ

った。でもどうしでもあきらめきれず薬の技！与と給

自PI」ーに毎回両足の7 ＂／サ ジを行った。 それがよか

ったのか収容後一週間百で少し支えでやると約 1分

間片足で玄つことが出来た。 その後も 7 ＂／サー ジを 『 ' 

続け 1ヶ月経つと約 1mの高さの止り木に＂＇mぴ移れ

るようになった。 3ヶ）＝Jblには、フライン グケ ジ

に移した。広さは市iさ6m縦10m横20mである。そ

の中で順調に同復し、生 きた魚、や耳、ズミを自力てる縫

えられるようにな った。 そして冬H.月間もH欠きさらし

のケーンで采り越え、昨年の 7月に放鳥したのだっ

た。放鳥後 1週間はケー ジに入ろうとしていたが、

やがてそっいう行動もなくな り、 2、 3日姿を見せ

なくなったりすることが多く なった。あるH寺は 3）盟

問も姿を見せず、あ きらめていたが再度戻ってき た

時の変貌に驚いた。すべての行動が機敏になり 、料i

・1：な店員っきになっていた。 きっと向然カう段えてくれ

たのだろう。今で1立数km以上を行lfQJI習にしておりや

がてつれ合いを見つけて繁殖してくれるだろう。

フクロウと「臼会ってから、今までに何10羽ものフ

クロウ類を保護し放鳥し てきたo でもこのシマフク ） 
ロウのように、絶製から希訟に変った例は少な く、

私のこれからのフ クロウ人生を大いに励ましてくれ

るものであった。

（鳥flk保説委以）

表紙の写真説明

アミメキリン

春が待ちとおしいのか首を伸ばしで通天間と

せい くらべ つおすのキ リンもそろそろ目立wkにな

ってき たのかこげ茶色の毛づやが鮮やかにな っ

（娘；；1~ . 山下賢二）
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10日後には運動場で一般公開し父親とも同居
させました。

何かねだっているしくさはとてもかわいらし
いですね。

11・12月の動物園日記

11I29. タヌキを I 長長f呆~~しました。

11I30. -11r年生まれのタンチョウを内視鏡による

YI:別鍛定を行い、めすと判定しました。

オオミズナギドリを 1羽保護しました。

ワシントン条約にもとずいて緊急保護され

たモモアカヒメハヤブサを、タイ国へ返還

しました。

12 I 6 アメリ カバクのオスの赤ちゃんが1頭生ま

れました。体重は 7旬、体長は58cmありま

4 
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動助国グラフ
“J＼クの赤ち ゃん”

昨年12月6日にアメリカバクにおすの赤ち ゃ

んが生まれ元気に育っています。一昨年に引続

いてのおめでたです。南アメ リカのl暖かいとこ

ろが原産のパクのことですから君主さは苦手なの

ですが、こんなに元気です。

（撮影 ： 飼育~m 大 川 光 雄）

の

赤ちゃんはきれいな白い斑紋があり、保護色
となっています。半年ほどで貌と同じように
なってしまいます。

した。

12/ 8 カラフ 卜フクロウ舎に巣材を入れました。

ワシミミスクカど ll}~p走。fl し ました。

12 /10.アメリカバクの一子がキヘ’ベYとサツマイモ

を少 し食べはじめま した。

12 I 11.リュウキュウイノシシのオスの牙ーが長くの

びすぎ、それによ って七あごの部分が損傷

するため、麻間半し、牙を切除し治療を行い

ました。

12 I 12. フランソワル トンにオスの赤ちゃんが生ま

れました。オスの功ミちゃんははじめてです。

） 
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このごろではお乳の他にも親の餌を食べ出し
ています。歯が見えますか。

12 I 12. 11月14日生まれのブラ yザモンキーの子の

i"I：日ljyデオスと平リH月し ました。

12 I 13.天 津動物園の刈国民獣医師と張訳殿飼育係

が来図見学 されました。

12/15.マント ヒヒの赤ち ゃんが1頭生まれました。

12 I 16. 12月 6日に生まれたアメリカバクの赤ちゃ

んを一般公開 しました。

12 I 16.チャムネシャクケイが産卵しました。

12 I 18.シシ オザルの赤ちゃんのへそのヘルニア手

fir.Iをfrいました。

ライオ ンのメス “ハル”の左前足にカチョ

5 

ウ卯大のはれものができたので、摘出手 術

をf子いました。

12 /19.コアラのJ血液検査を行いました。

12 I 22.チャムネシャクケイの卵 を電気ふ卵揺に入

れました。

12 I 24.カモシカ悶の池に今年もカルガモが87羽飛

来し まし た。

12 I 25.フラ yクパyクが 1頭生まれま した。

12 I 26.レニ ングラー ド卸j物倒よりフ クロ ウと同時

にいただいたハ リネズミが交尾し ました。



大台ケ原の 自然と動物
岩本 泉治

12月から 4月の末まで、大台ヶ原では静かな季節

が過ぎて行きます。

鹿の嶋〈声がi牙え波った秋の夜空に溶けて行き、

リスがせきたてられたように冬能りのf土皮をしてい

' 

いこの間だ

ったのに、

谷川の流れ

は凍りっき、

＋良重ーはさな

がら焔の殻

のように、

大地を包み

込んでしま

冬の大台、 －20℃位まで下ります います。

平成元年の大台ヶ原は、例年に比べ、若干、観光

客が多かったような気がします。 :l'J を歩く~＼：が静か
なブ ムになっているせいなのか、もしくは、山歩

きの服装や持ち物がカラフルになって、少なくとも

外見からは、汗くささがなくな ったせいで、気I峰に

山に出かけるH寺代になったのかもしれません。

ところで、私達は便宜上、管理事務所やノ、ス停の

ある店主IIはお
を墳にして、

大台ヶ原を

東大台と、

凶大台に分

けています。

どちらかと

言えば、展

望の開けた、

広々とした

自然を古子む 広今とした東大台

人が大多数らしく、おしなべで、高原でお「弁当を広

げたり、 l怪〈ハイキングをしてみよう、と言った感

じです。標高1695mの日出ヶ岳ーでは、限下に太平洋

が広がり、良く H古れた日の早朝に、富士山が見える

事もあります。 また、よほど速が悪くないかぎり、

歩道からでも野生の艇を見ることも出来ますし、夏

には、コマドリやミソサザイなど高原の烏の声も楽

しめます。 1年間に、約50種類の里子烏が飛来するそ

うで、バードウォッチングを楽しむ人も、最近、大

変増えています。東大台には、他にも吊橋があった

り、切り立った庄のよから眺望を楽しめる局所があ

ったりで、ほとんどの方が大台ヶ原といえば、東大

台のイメージが強いのではないでしょうか。一方、

西大台は、 一般の入はあまり入らないので、いつも

静かで入 深い森の雰囲気が楽しめる若手、なのです。た

だし、その大部分が原生林なので、少し薄H音く、 ジ

メジメしたl~ じがします。 しかし東大台よりは、よ

ほど森としては西大台の方が立派な気がします。大

とよさごえ26(2).1990 

台ヶ原は 2年前、国立公｜去｜の中でも、最も規制の厳

しい特別保護地区に指定されましたが、これは、東

大fi'も勿論

ですが、特

に西大台の

l京生林を守

るためには、

大変良かっ

たと思って

います。 と

し、う 0）も、

森が立派な アナクマです。

おかげで、 ひょうきんな顔ですが、かなりどうもうです。

昆虫や、肝烏などの数も多く、そのためいつも密11il
者に犯われているからです。 しかも、その大半は、

~！I らかに商売人なのです。 f皮らの手口は恕質で、ま

すます巧妙になっています。朽ち木を斧でバラバラ

に砕いて、中の幼虫を盗る連中や、幾つもカスミ綱

を5長って、

コマドリや

ミソ→「eザイ

を狙う者が

Hミをたたな

いのですが、

ここ数年、

県警と協力

して、かな

り厳しく取

アサギマダラ り締っても

らったおかげで、 ょうやく違反者の数も減って来ま

した。

ところで近年、大台ヶ原では鹿のことが取りざた

されることが多くなりました。大台ヶ原の鹿は、他

の地域のものとは、少し違った間性を持 っていますc

普通、雪の11牟るl演になると、鹿は椋高の低い所へ降

りて行くはずなのに、ここでは、 三月の厳冬期でさ

えかなりの数が居残っているのです。その原因は、

戦後、麓の森林が広範囲に伐採されたのが遠因では

ないかと言われていました。 ところが、明治H寺代以

前 に、 12月に大台ヶ原に登り 、万掛けにするための

三ノ又（ 5才以上の椴鹿や、その角を2幻止する方言）

を狩りに行った、という話が残っていた事が最近分

ってきて、 少なくとも百年以上も前から、大台ヶ原

では、冬でも脱がpた司王が分って来たのです。 そん

なわけで、結局この変な狩性についての結論は、今

後の調査、研究の成巣を待たざるえないよ うです。

実は、大台ヶ原の鹿が注目され始めたのは、もうー

つの奇妙な腎性のせいなのです 。

マスコミなどで取り上げられる機会も多いですか

らご存じの方も多いと思いますが、それは、大台ヶ

原山頂付近の卜ウヒ林の枯死と、鹿の問｛系からなの

です。 トウヒとい うのは、モミに似た木ですが、樹

皮は鱗状で‘崇〈 、業はモミに比べて制 くてやや：長い
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のが特徴です。 ここのトウ ヒ4本は、 品宅材、としては、

「I＊の南｜恨のものだそうです。そのため、学術的に

も非常に貴重な林だと言われています。その林 を枯

らしている下ーなl京国は、鹿の食害によるものだと分

って来たのです。 どういう理由からなのか、十数年

前から、鹿が トウヒの樹J交をしきりに食べる様にな

ったのです。 そのために次々と枯 れ始め、特に正木

Iii幸付近の林では、｛建全木lま、 2%以下 にまで減って

しま って、まさにF頻7Eの:l:R況なのです。 そこで、と

りあえず嬬種を行って、 トウヒの苗木を雌j呆したり

一；~II lこ柵を設けて、脱の食手干を防ごうとしでいます

が、最終的な 目標は、 三十数年前のように、相llなど

なしに、鹿と卜ウヒ林が共存できれば良い、と芦う

こと l干しよ

う。 ところ

が、 一口に

共存とは言

M つでも、冬

でも食餌の

笹が十分あ

るσコに、 な

ぜ食千tr：が始
まったのか、

正木峠の卜ウヒ林。立ち枯れが目立ちます。 そして、な

ぜ十数年前からこれ程急、にI将えたのか、更に、なぜ

食害の対象木がトウヒやウラジロモミなどの針葉樹

なのか、それらの疑問に、まだ一つも明確な答は見

つからないのです。 しかも、鮫性雨や台風、それに、

7～ 8年周期で大発生を繰り返している トウヒップ

リハマキ（卜ウヒの葉などにつく害虫、峨の一種）

が、食害によって樹勢の弱まっている トウヒ林に、

決定的な打躍を与えるかもしれません。 ところが、

「大台 ヶ原のトウヒ林は消えて行く運命にあるとし

ても、その速度を少しでも遅らせて、その聞に、出

米るだけ調査、 f1Jf究をしなければ。」などと言ってい

る聞に、 「トウヒ林が枯れでも、 比H青らしの良い笹

原が出釆るのだからそれもいいのではないか。」とか、

「自然を管理しよ うなんで、高悦だ。」などと、 他か

らの声もliflこえてきます。いづれにし ても、たかが

鹿が投げてよこした、食蓄の問題一つで、人間の世

界は、諸説 －岱｜町立見は百花綴舌しのようすなのです。

そして私などは、その中から、自然の複雑さや自然

保訟の難しさを、あらためて知ったような気がしま

す。

人間の喧騒など知らぬl~.tiで、鹿逃がのんびり立を

l倹んでいます。 2～ 3年前から、大台ヶ！奈の鹿の中

に、人l首lをま ったく 恐れない庇が増えて来ま した。

観光存の中には、聖子生の鹿の写真ーがmれる、と言っ

て喜んでいる人もいます。でも私は、そんな鹿から、

少 しも擦とした美しさを感じないのです。 それは、

私が野生や臼然といった言葉に対して持っているイ

メー ジと 、現実があまり にも迷うからかもし れませ

ん。凶大台の原生林の中でも、何か物足りないよう

な気がする時があるのです。 それは、森に狼がいな

いからです。そんな こと をいうと、たいていの人は、

「』良ですかっ」などと不思議そうなJ却をします。最

後に狼が捕』墜されたのは、 80年以上も昔の訴ですか

らそれが当然の訴です。 しかし、その狼が刊本の以

後の一頭だったとは考えられません し、む しろ、そ

う考える方が余程不自然です。 その後も紀伊半品の

各地では、昭和120年頃までは、狼を兄た、声を聞い

たと言う人は沢山いたのです。 しかし今、我〆干の自

の前に彼らしき以が姿を現 したとしたら、それがニ

ホンオオカミかそうでないのか、いったい説が同定出

来るでしょうか。年lj製や頭蓋i'J-1ま｛両If本か残されてい

ますが、それらの聞の個体差が大きすぎて、とても

l~;i本のf:Jl＜試には出来ないと言われているのです。 で

すから、 「個体差が大きいのは、日本 には 2～ 3樋

の狼カずしもたからだ。」と言う研究者もいるくらいです。

つまりそれは差ではなく 、、 元々 、 日ljの径の狼だと言

うのです。つまり狼

は、 ;f:lのようなアマ

チュアは勿論ですが、

本格的な狼fi)f究’朱に

とっても、l孟とんど

イメージの中の助手勿

なのです。 しかし、

絶滅したと三われ、

また主〔〕の動牧lとしミわ

れ始めてから、こん

なになカごし＞ip月カfた

った今でも、機立し

た姿のない狼につい
夏休み中の自然観察会。

て語り、探し求める けっこう難しい質問もあって

人が少なくないのは 四苦八苦する事もあります。

なぜでし ょう か。まるで蟹気楼に向って進んで行く

旅人のようではありませんか。それでも、どこか速

い所に実体のある蛋気楼の方が、 「幻の動物」 とい

われるよりは、納得が行きます。そして私も、大台

ヶ原ご、その屡気楼を見ているのかもしれません。

けれども、大台ヶ原のトウ ヒや、ブナの老木の、青

年前の年始には、間違いなく、あの狼の話人臭や、 111

々に響く H包JI孝が記憶されているのです。その頃、森

は整然と、自然の従に守られていて、森に怯む全て

の生物は、あらゆる気配に緊張し、 i!i＊迷は市に敏捷

だったのです。 もし今、荒廃しつつある森に狼が戻

って来たら森は再び本来の姿を取り戻すかもしれま

せん。

「森は生きている」とよくいわれます。大台ヶ原

で四季の移り変りを見ていると、その大きさは比べ

ようもなく述うけれど、森は、昆虫と同般に、 本当

に生きていると思うのです。

やがて、春陽の中で根雪が消えて行きます。1=iぃ
雪の、婦の中で限っていた大地 が、その殻をII托ぎす

でで、再び切jiき始めます。

（大台ヶ原管理事務所）
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カラフトフクロウとシロフクロウの生態
昨年の11月11日に大阪市の妹妹都市であるソビエ

ト述邦のレニングラード市の動物園からカラフトフ

クロウとシロフクロウが、それぞれ l番ずつ来園し

ました。カラフトフクロウは日本で初めて、シロフ

クロウも当園には宇刀めてのお目見えとなり ました。

これで当聞のフクロウ類は、以前から飼育 してい

るオオコノハズ夕、ワシミミズ夕、アオパズク、ホ

ンドフクロウに今回の 2穏 を加 えて 6種になりまし

た。そこで今回はフクロウ類の一般的な特徴と新し

く来図したカラフ卜フクロ ウとシロフ クロウの生態

を紹介しましょう。

告 フクロウ類の特徴

フクロウ類は、ワシやタカ類が笠の続禽といわれ

るのに対 して夜の係禽といわれています。しかし、

130稲以上あるといわれるフク ロウのうち 3分の 2

以上が夜行性であるといわれています。餅はネズミ

などの小型の晴乳類、小鳥、 昆虫などで、魚を食べ

るのもいます。

夜lこ狩をするために、すぐれた視覚を待っていま

す。眼球は非常に大きく、顔の正面にあるため両方

の自で物を立体的に見ることのできる範囲が広く、

餌物までの距離を正確に判断することができます。

しかし、視野は狭く、ハトが340度、ヒ トが180度に

対してフクロウ類l;I:llO度しかあり ません。その不

フクロウの視野

利な点を克服するため頭をまわして真後を見ること

ができる柔軟な首を持っています。フクロウの自は

日前乳類の眼と比べるとレンズ（水晶体）が非常に大

きく、レンズと網肢の間が短かいので、餌物をはっ

きり総別できる大きな像を網膜上にむすぶことがで

きます。大きなレンズを収容するため眼球は球形と

いうより筒状をしています。網膜は色を識別できる

円錐細胞より、わずかな光でも区別できる様細胞で

できているため、夜でも餌物をよく見ることができます。

ワシミミズクの自の断面図

細胞でできているため、夜でも餌物をよく比ること

ができます。

視覚ばかりではなく聴覚もすぐれています。耳は

羽毛におおわれているため、外観上は見ることはで

きませんが、羽毛を押し分けてみますと眼球の外側lj

に、政iの上から下まで達するような大きな耳介があ

ります。多くの聴覚のすぐれたフクロウでは左有の

耳の位訟がよ下にわずかにずれているため、自If物で

あるネズミなどがたてるわずかな音のf立置を正般に

判断することができ ます。

·11•r町l制U部

キンメフクロウの頭骨｛左右の耳の関口部が異なることを示す）

また、フクロウ類は餌物に気づかれないように、

音をたてずに飛ぶことができ ます。会身は柔らかい

羽毛におおわれており 、翼の羽毛は他の烏のように

金総光沢がなく、羽の上を空気が流れやすいように

減がついてお・り 、音をたてずに飛ぶことができます。

このようにフクロウ類は夜の猛禽として、すぐれた

能力を椅とつでいます。

フクロウ矧は主に森林に生息していますが、シロ

フクロウのように北極圏のツンドラ地帯に住むもの

や北アメリカのアナホリフクロウのように砂j英lこf主
むものもあります。森林lニ住むものは附禍や樹上に

巣を作り、砂漠やツンドラ地帯に住むものは地上に

巣を作ります。 2 ～ 3 日間隔で産卵し、初卵の;r~卵
後、すぐに抱卵するので、それぞれの卵の勝化は産

卵間隔に応じずれます。そのためヒナの成長には差

が出るので、餌か完分ない場合、先に瞬化した強い

雛lま官I~ を先に

取り、後に府

化した ヒナは

育たないこと

カfよくありま

す。少しきび

しいようです

が、 fil｛の少な

し、年でも共だ

おれになるこ

となく、確'.'k
に1羽でもヒ

ナを育てるこ

とができます。

極の保存のた

めに自然が考

え出した知恵カラフトフクロウ

に感心せざるをえません。

- 8 -

なき ごえ26(2).1990

§ カラフトフクロウ

カラフトフクロウI；！；ヨーロッノfと;ftアメリカ;ft吉日

の亜寒帯の童十議樹林帯に生息しています。大きな顔

の中心に黄色い自があり、目を中心に同心円状の縞

模様があります。眼球の大きさは直径12.5mmしかな

｝ 

カラフトフクロウの分布図

〈、他のフクロウ類（モリフクロウで16～17mm）に

比較すると小さい目をしています。全身は灰間色で

暗褐色の縦斑と機斑があります。全長610～84伽mあ

り、フクロウの仲間では大きいほうですが、寒さか

ら身を守るため羽毛の1立が多いので、体重は意外に

軽〈、それほど大きさの変らないメスのワシミミズ

クの体重が約4.000g に対して、カラフトフクロウ

はオスで535～ 1.100g、メスで 1.900 g以下しかあ

りません。

北ヨーロッノfでは主にモミやマツの森林で営巣し

ますが、湿地帯の中にあるマツやカパの木に営巣す

ることもあります。テリト リーは非常に狭く 、スウ

ェ ー デンでは 2 つのよ~が 100 m しか雌れていなかっ

た例があり、フィンランドでは 400m以内に 3つの

巣が見られたこ とがあります。多くのフクロウ類は

樹洞に巣を作りますが、カ ラフ トフ クロウはオオタ

カやノスリやイヌワシなどのワシ ・タカ類の古巣を

利用します。 新 しい巣材をたすことはなく、単に巣

の中心を深くして利用します。

フィンランドでは 2月中旬に繁殖期特有の声が聞

かれるようになり、 4月中旬から 5月中旬に産卵し

ます。約4日間隔で産卵し、平均4卵産みます。卵

はf也の樹j同に巣を作るフクロウより惰円形をしてい

ます。勝化日数は約30日で、巣立ちには約3週間か

かりますが、巣立ち後 6～8）盟問は巣の近くにおrり、

数か月は税のテリ トリー内にと どまり ます。

畳も夜も~＇.J＇・はしま すが、日ざしの強い日中や真夜
中には成功率が落ちるようです。主な餌はハタネズ

ミや トガリネズミなどで、 H寺にカエルや小鳥なども

捕食します。ヨーロ γパでは通常ソビエト北部に留

鳥として生活していますが、ハタネズミの少ない年

には冬期スウェーデン南部やドイツまで移動します。

もしそこでハタネズミが鐙',iii；にいれば、そこにとど

まり繁殖することもあります。

§ シ口フクロウ

シロフクロウは会長53～ 66cmで全身が白色で顔と

ノド以外に黒褐色の斑があ り、オスはメスより白く

ほとんど斑のないものもあります。北極圏のツンド

ラ地帯で繁航し、あまり渡りをせず、冬期も少し南

へ移動するだけです。しかし、 4～ 5年に l回通常

の越冬地よりはるか南へ移動することがあり、その

時はヨーロッパ南部、中国、インド北部、日本の北

海道、アメリカ合衆国南部、パ ミューダ諸島でも

記録されます。この移動は餌であるレミングとホ ッ

。
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動物なんでも相談室
なき ζ え26(2).1990

合 ドバトは街ではたくさんいるのに山に行くとほとんど姿を

見かけませんが、どうしてでしょうか？
ドバ トは正しくいえば野鳥ではないかもし

れません。もともとユーラシア大陸の中南部

の治場などに生息しでいたカワ ラパト といフ

鳩が人間の手で飼育さ れ、 長い間に改良もさ

れ伝舎鳩などが作 りだされま した。それらが

再び、里子生化 したものです。ですから、人間

にも却｜｜れていますし、！封の中の建築物やピル

の空間はドバ トにとっては一番条件のいい巣

｛乍りのt:iJr.斤になっているわけです。 i封の中が

ドバ トにとっては、速い祖先の生活に最も近

いのかも知れません。

（回答 ー大野尊信）

令令。g。φ場。φ令令。争令令や令・3・令や令令令令。号。今令令。g。4・φ・3・φ・3・4。ややや。g。令。告。令令や令今令令。g。4・φφ令

女モグラは太陽にあたると死ぬのでしょうか？

モグラという名前やそれが土の中に トンネルを掘

ってすんでいると いうことは、よくま日られているこ

とと忠います。でも実際にその姿を兄たことがある

人は案外と少ないのではないでしょうか。モグラは

ほとんと’地中の生活をしているため、日は小さく、

ほとんど役に立 ちません。そのかわり 、触党

が発達しています。

っかまえて土の上に出すと、まるで太陽か

ら逃げるように、すぐもぐってし まうのは、

光に反応しているわけではなく、体に土を感

じるところが版部だけになり 、大変不安にな

るのです。ですから、飼育する均合は、金網

の筒を人工のトンネル状に組合せて飼育しま

す。モグラは 1日に自分の体重と閉じ祉の自I[

を食べます。 ミミズやケラ 、クモといった昆

虫類を食べています。約 4ll寺1剖の採食と休必

を交Eにとっています。モグラlま皮！内の削！党

総官がn甫乳類中で最も多いことから医学の研究に利

用されています。身近であっても意外と知られてい

ない動物も、動物園で観れるようになればいいです

~；）. 。

（回答 ：大聖子尊信）
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動 物 園 ニ ュ ー ス
§ タンチョウの交換

稀少動物であるタンチョウの繁勉をはかるため奈

良市のあやめ池辺l必地動物l~I との聞で雌雄の交換の

話がまとまり、 12H6 I：：！に実施しました。

当｜世｜ではが/iiidi動物問からおWtりしている 2羽を

合めて、 10羽のタンチョウを飼育していましたが、

昨年生れの性別不明の 2羽を除いて錐は 3羽しかい

ませんでしたので、新たな繁鎚ペアをつく るため、

雌雄交換できる動物｜胡を脱していました。

米国した占ft..  直目白瓜；！！
一 …は昭和59年 6 『園園＿...........－ － ..  阿

J1 ll日にあや

め池遊l~IJ也動
物園で繁殖し

たもので、 5
放であり 、そr ろそろ蜘可配
自~と忠われま

す。 さっそく様相V

当国で7il'.j虫 新着のタンチョウのま監

統繁殖に成功した実舗のある北京事~J物園から昭平1149
年に米国した雌と~令させ、 12円 14日には同居させ

る こ とができました。 f• I•は良さそうですので今春ーの

繁舶が楽しみです。

§ アメリカバクの誕生

12月 61ゴ、アメリカバクのオスの赤ちゃんが生ま

れました。 .1.11阻のアメリカバクは雌雄共に一昨年の

6月20Hから償浜市の金沢白然公園から繁舶のため

匡＝＝喜一 ？ Z一一ー におf借りして

Lで，....，， 三 『一一 いるものです。

~ ~ ...,.Q母親の “マ

『 'ffレy ト’ l立

一～ f黄浜で1産し

た後に来園 し、

当闘では一昨

叫 年の 9月19l::l 

lニ1売いて 2同

日の出産です。

アメ リカバクの赤ちゃん 生まれた赤

ちゃんは体重 7旬、体長58cmでこげ茶の地に白いた

てじまの斑点があり特徴的です。出生後しばらくは

母子共に店室に収容していましたが、12月161::!から

一般公開しました。

§ サル舎の出産ラッシュは続く

先月汁でマン トヒヒとプラッザグェノンの出産を

おf云えしましたカヘそCl)f；主：12月lこF、ってからも12日

にフランソウルト ン、15日にはマントヒヒが生まれ

ました。

フラ ンソワル トンは附剰158年lOJ=lに中国の上海動

物園から釆図して以来、 Hi'.l手1160年、62年にそれぞれ

現在の飼育動物数
（平成元年l2H3lrl ~見 （£）

町Ii'7L Ml 12日 104紐 460.o.''!.

円 以 20H 1881-D 724点

聡虫 Mi 311 34伺 82点

合，！t 35日 326樋 1266... , 

寺きごえ26(2).1990

メスを出産 しており 、今包l
が3阿日の出産です。フラ

ンソワルトンの成獣は全身

のほとんどが黒い毛におお・

われていますが、赤ちゃん

は美しい金色の毛をしてお

り、非常に目立つので人気

を集めています。

一方マ ントヒヒは12月15

Hに生まれましたが、今回

出降した雌は、 H乍ii＇.の 5J-J 
金色の毛に包まれた 18日に｜土Ii兵アドベンチヘ’一
フランソワルトンの赤ちゃん ワールドから米国したもの

で、当｜宍｜では初めての，·1 ·，，~主です。 11J=J13 日にはJiJ］属
しているメスが山尚してお・り、マントヒヒのケージ

は 2~tiの涜R ちゃんでにぎわっています。

昨年のサル合、ヒヒ合てるの繁舶はたいへん好調で

8 fifilOll.兵がことまれほとんどが育っています。とりわ

シマウマ合の

1lflに、 111三fl＇.の

12同22LI l二店街

り付けました。

また、これ

も十汽例のエ卜

にちなむ動物l シマウマ舎のメ縄かざり

の郷土玩共｝長は 1月 2日から31日まで展示館でllfl催

しました。今年はウマの玩具186点とその他絵馬やエ

卜の郷土玩以・など合せて400点を越える展示内容とな

りました。II'.品者は京都市下E住の郷土玩具蒐集家の

.>J！間務ー さんです。

1月2目、 3日はレクチTールームで、園長の年

頭のあいさつの後、動物映画会を開催し、入場者に

はお年玉としてコアラクリ yプを配布しました。

⑨ 動物園協会理事会
平成元年12月 7目、動物園レクチヤ ールームで

凶尾会長が出席してまの~~JI刻協会理事会が開催され、
本年度 ヒよ｜主Jj:f]司王業などについて審議されま した。

⑨ テレフォンサービス実施中

催し物、 トピ yクスなと’魅力たっぷりの動物園の

案内を24時n日テレフォンサービスで行っています。

毎月内容が変わりますのでご利用ください。

電話待号 771-9999 

＊休園田のお知らせ ＊
動物闘の｛本間日は毎月第 3fl凶日｛休日の場合l;l:翌日｝

です。2月の1木関白は2月19日（月）です。
なお、近々毎週月脱臼が休I剖日になる予定です。
111!1<剣時間は、午前9時30分から午後5時までで、午後

4 IIキに切符光り』l；めになります。
・ ．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．． ．． ．． ．．．．．．．．．．．
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オートフォーカスカメラに愛ある暮し、応援します；

ヲ~拘ヲー

近鉄百貨店
ピントが合いやすいフィルムです
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動物関で暮らす織々な生き物i皇、

自然の中ではどんな暮らしをし

ているのか？ 動物幽での惟紡

の仕方は9 f1l11UIは？ など、

写真と精密イラス lをま．じえ紹

介します。

むしくS結かた

平 岩米吉著 ／定価・ 2沼00円＼

絶賛三版－~~~＇－~奮暫・ は~~~i,:J
描にl刻する古今東西 の科学と文献を網羅し， しかも平易な文章で綴っ

た描の宝典。著者の三十 余年にわたる収集研鍛の成果，ここに結実。

｜ 古学術省でありなれ 推 理もののように愉しく税める描の本

食架空の伝説は別に．描の珍しい実話400余を収拙

DEAR LIFE BOOKS 

生態・飼育・図鑑本認さり
中川進朗 ・岩合徳光／監修

85変型判・オールカラ一

定価回O円

KC;置，，，.，..，.ll・，.，.，.~哩.，~... 圃；＇ li: ~~·－圃

85変型判・オールカラー・各定価580円

L主主 旦~
第二. 猶股｛云脱

老織化けてさまざまな怪異をなす

第四章野性猫の存在

装日本の山術，離島の山猫，望宮陵烏の4前の渡来など

第六. 猫の奇骨量（中）

長距雌の帰家記録や鼠を育てるなど不思議な行動

第八章益獣としての猫

あらゆる角度から絡の生態と効用を探究

第一章猫の歴史

欧州は古代エジプト， 日本は字多天皇から近世まで

第三章猶の報恩絞

蛇を吹んだり，金を巡んだりする

第五章猫の奇話（上）

長命，多~，三毛術などの形態の奇話
第七. 猶の奇話（下）

マタタピを繍薬とする奇妙な習性など

b
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お求めは、お近〈のt書店で。 会ひかりのくに株式会社 制／〒543＊阪市天王寺区上本町ー2！！句研1151 発 行 動 物文学会 ~~r6i>~~鼠~l~＝~：.~~！ふ2 発売制池図書店 語部~；~1窓E

たのししいのりものミが待っています。
1人1回
100円

(1才まで無料）

団体割引

(30人以上）
..... ・ 1割ヲ｜

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3938（代）

・貸出品目／ヒ駒テ‘オ「動物園へ行こう」

＠巻・20分（10本常備）

．対 象／保育園、幼稚園、小学校の先生

・貸出期間／10日間

．貸 出料／無料（但し、郵送料450円は必要〉

．申 込 先／当協会まで、電話かハガキで
お申し込み下さい。

コアラテυホン力ード（限定販売）
－~由 ¥ 800 (50度同

好評発ヲロナ

O圏内3ヵ所（南園入口横、北園ステージ横、北園高架下）に各種とのり ものξがあります。

大阪市天王寺動物園協会
〒543／大阪市天王寺区茶臼山町6-74ft(06)771-0201 



、．・ ・

動物ぬいくやるみは
子供のゆかいなお友達

動物圏内での

お食事、ご休憩は
何一

ん泌

川111111』各種ぬいぐるみ企画・製造 ・卸1111111111

有限会社 :;s：~号~ti
号 547 大阪市平野区西脇4丁目 5番22号

TEL (06) 704-8 5 8 0 

FAX (06) 704-8 5 6 5 

大阪市天王寺動物園内

中央売店
＼ 

天王寺動物園内

有限会社 古 川両
本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号 電話（078)221-8195（内

飼 育場兵庫県小野市来住町15 1 3番地

間園売店
大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（06) 7 7 1 -7 1 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい．ゲ

長

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞ．グ

圏内、主要動物舎
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円
カラー写真 キャビネ1枚 500円
揃彰無料にてキャビネl枚 をサービス させて裁き ます。

撮影予約も受付しておりますのでご連絡下さい。

。随時係長が待機して

おりますのでご説明

に｛司いました隠れま、

よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



唯ちゃんも、

とってもゼリーも、

ますます成長しました。

浅香唯

物
船

雪印乳業

乙誌をセ”，，＿

t. .. "t司色味」〉るよ 乙司1毛c-－手 let>＂？：を毒吟f"/l'-1

l:•"tモq’V可ち骨、 ヒーzモつ一弘明叩ト t.司主司t:;I\•’f 〉

WE SUPPORT WILDLIFE! 
天モ守動物｜剥協会の，J‘己J，可｛ニ

J袋到j物dユい（＂るみコ一ナ一 Hカf新’没されました。

このi1:n、〈、、るみの完上げ》り一部lまWWFJ 
（世界町．生生物基金H本委員会）に寄1•lさ

れます。すl工らしい町，生動物を私たちの手で‘ 

大切に守2りましょう。
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株式会社ファミリア商事部
TELC07Bl32ト0345

・お電話でのお申込みは勘物置協会まで。

なお、郵送の場合は実買を負担していただきます。

•WWF(WORしD WILDLIFE FUND)とは？
世界野生生物塞金。世界中の危織に瀕している動物たちと、その

自然環境を保議するための後関です。
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